
滄水会ニュース
職業能力開発総合大学校同窓会

滄水会ニュース　第28号　発行：2018年7月　発行者：滄水会会長　小路 幸市郎
編集委員：塚崎 英世，田村 仁志，藤田 紀勝，澤口 亮，長谷川 一憲
〒187-0035　東京都小平市小川西町2-32-1　職業能力開発総合大学校校内　滄水会事務局

E-mail：sousuikai@uitec.ac.jp

第28号

平成29年10月の定期総会で9代目の滄水会会長を勤
めさせていただくことになりました電気科17期の小路
（しょうじ）と申します。
私は定期総会での会長挨拶の際に「愛のある同窓会」に
したいと話しました。私が滄水会をお手伝いするように
なって10年が経ちます。その間に副会長を3期9年間や
る中で、先輩方の母校愛に接する機会が度々あり、こん
なに凄いのかという驚きを持ちました。今回、大先輩た
ちが創り上げてきた滄水会をさらに発展させるべく、最
初の仕事として理事と共にホームページを刷新しまし
た。滄水会の役割として、在校生を含めた後輩への最大
のサポーター役が存在すると考えています。先輩から後
輩への愛の役割ではないでしょうか。さらに、定年退職
を迎えられ、セカンドライフを過ごされている会員の
方々に、集まり交流する機会をご提供する役割も始まっ
ていると考えています。昨年より、会員の方々の地域活
動やクラブ活動などの同窓会イベントをホームページで

告知すると共に、その活
動の様子を写真などで紹
介する事を始めました。
今回のホームページの刷
新で、さらに積極的な告
知と紹介を行なってまい
ります。会員の皆様には、
ご遠慮なく滄水会ホーム
ページを活用していただ
きたいと存じます。56
年の歴史と共に、9,000
人強の会員の交流の場と
して滄水会のホームペー
ジを活用してまいります。皆様どうぞ宜しくお願い申し
上げます。

滄水会会長　小路 幸市郎（電気科17期）
サイエンスパーク株式会社　代表取締役

平成30年3月23日（金）東京都小平市にある「ルネこだ
いら（小平市民文化会館）」で平成29年度職業能力開発総
合大学校卒業式が挙行され、本会からは小路会長が出席
し、祝辞を述べられました。さらに、小路会長より将来、
社会において大いに頁献が期待される卒業生4名に「滄水
会賞」が授与されました。受賞者のみならず、すべての
卒業・修了生のご活躍と社会への貢献を、滄水会会員一
同　心より祈念しております。

【受賞者の声】
滄水会賞を受賞することができ、大変嬉しく、光栄に
思います。
私がこの4年間を楽しく過ごせたのは、同期の仲間達
の温かな支えがあったからこそであり、彼らに心から感
謝しています。学問には、「真理の探求」や「新しい物の
創造」など色々な目的があると思います。職業大の4年間
の学びで印象深いのは、どんな講義や実習の背後にも、
「今までより良い物を、より良い方法で生産し、製品と
して流通させる」という目的意識が感じられたことです。
ロスの少ないエネルギー利用法、安全な施工法、低コス
トな設計法や試験法など、学んだ事柄は皆この目的に合
致したものばかりです。これが、我々卒業生が「生産技術」
の学士と認められる理由なのだと思います。総合課程を
終え、私は三重職業能力開発促進センターに配属となる
とともに、職業能力開発研究学域に進学いたしました。
引き続き、生産工学徒として、今までの学びをさらに発
展させられるよう、研鑽を積んで参ります。

（総合課程 電気専攻　高田 慶太）

小路会長からのご挨拶

平成29年度卒業式・滄水会賞授与式

上 左から／機械専攻 大平 智之、電気専攻 高田慶太、
電子情報専攻 藤浦勇気、建築専攻 高窪友樹

下 左から／定成副会長、小路会長、垣本副会長、塚崎事務局長
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平成30年4月4日（水）職業能力開発総合大学校
において、大栄工業株式会社代表取締役会長兼
滄水会顧問の尾身嘉一様（木材加工科（建築専攻）
1期）、特許業務法人よつ葉国際特許事務所代表
社員兼滄水会顧問の富崎元成様（機械科7期）、株
式会社アーバネットコーポレーション代表取締
役社長兼滄水会顧問の服部信治様（建築科10期）
の永年にわたる職業大への功績に対して、職業
能力開発総合大学校功労賞が授与されました。
また、和田正毅先生（機械科13期）に職業能力開
発総合大学校名誉教授の称号が授与されました。
職業能力開発総合大学校表彰に係る滄水会推
薦要領に則して、職業能力開発総合大学校功労
賞 の 副 賞 と し て、木 工 作 家 盛 永 省 治 氏
（http://www.crate-furniture.net/造形工学科
35期）作の木製プレートが授与されました。

職業能力開発総合大学校功労賞授与式
職業能力開発総合大学校名誉教授称号

この度、職業能力開発総合大学校功労賞を受賞された皆様に心よりお祝い申し上げます。
今回、同窓生からご依頼いただき微力ながら功労賞の副賞の品を製作させていただきました。現在は故郷の
鹿児島にて家具や木工品などを製作する工房を運営しております。主な作品はウッドターニングと呼ばれる手
法（木工ろくろとほぼ同様）で、どちらかというとオブジェのような器や花器を製作しております。今回副賞で
製作させていただいたものも同様の手法で製作しています。ぼってりしたあまり見かけないフォルムのプレー
トですが、かれこれ7～8年作り続けています。この形を思いついたのは、6年前に2ヶ月間ほどアメリカのジョ
シュアツリーという砂漠で現在ではアメリカを代表する彫刻家の1人となったアルマ・アレンのアシスタント
を務めていた時のことです。日本にいては
感じることのできないスケール感や、素材
に対する厳しさ、あるいはおおらかさなど
に憧れ、帰国後その時の自分にできうるや
り方で製品にしたように覚えています。
副賞として手にしていただいた皆様には
粗品のプレートではございますが、愛でて
いただければ嬉しく思います。

（職業能力開発総合大学校功労賞副賞製作者）　盛永省治氏の紹介

左から／服部顧問、富崎顧問、尾身顧問、和田名誉教授、圓川校長、小路滄水会会長

ウォールナット
（尾身顧問へ贈呈）

オーク
（富崎顧問へ贈呈）

ハードメープル
（服部顧問へ贈呈）

盛永省治氏
（http://www.crate-furniture.net/）
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訓大テニス部OB会開催報告

平成30年5月19日（土）～20日（日）に、近江母の郷（滋賀県米原市）にて開催されました。天気予報では、雨の予報で
したが、晴れ男の集団のようで、土曜の午後、日曜の午前とテニスコートを走り回り、土曜の夕食後は、一杯飲みながら、
当時の訓大の事、テニス部の事等語り合い、青春に戻る楽しいひと時を過ごし、来年の元気な再会を誓いました。

当機構では、職業能力開発総合大学校長期課程及び総合課程を卒業された皆様を対象に採用選考を実施いたします。
長期課程及び総合課程を卒業され豊富な経験をお持ちの皆様だからこそ、求職者や学卒者の方へ就職に必要なものづ
くりに関する技能・技術指導や就職支援などを行う公共職業訓練の現場で、ご活躍できると期待しております。
これまでの経験と技能・技術を活かしていただき、私たちとともに社会貢献いたしませんか。1次試験はWeb上で
受験できます。皆様の積極的な応募をお待ちしております。

耳寄り情報1　職業訓練指導員採用情報

平成31年度職業能力開発職（職業訓練指導員）募集について
職業能力開発総合大学校長期課程及び総合課程既卒のみなさま

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　総務部人事課人事第五係
〒261-8558　千葉市美浜区若葉3-1-2
電話番号 043-213-6129,6176　　FAX番号 043-213-6808
 

1. 募集職種
（必要な指導員免許）

2. 応募資格

3. 募集内容及び応募方法
募集内容及び応募方法は、当機構ホームページをご覧ください。
（ ）

機械　　溶接　　電気　　電子情報　　建築　　ビル設備　　機械運転
（上記に関連する指導員免許　※ご不明な点はお問い合わせください。）

職業能力開発総合大学校長期課程又は総合課程卒で応募職種関連実務経験が
平成31年3月31日までに3年以上有し、指導員免許を取得されている方。

※職業能力開発総合大学校は旧職業能力開発大学校及び旧職業訓練大学校を含みます。

集合写真（5月20日（日））

集合写真（5月19日（土））

夜は、
昔に戻っての．．．．．

参加者一覧（敬称略）

問い合わせ先

吉岡　常夫（6） 中井　　大（6） 土田　　悟（7） 黒田　　進（7）
若島　　茂（7） 神戸誠一郎（8） 光武　　誠（8） 山田　久行（8）
高橋　佳久（9） 増谷　喜伯（10） 大藪　千治（10） 倉橋　靖典（10）
西方　宏志（11） 大坪　正夫（13） 大薮　　泰（14） 清山　正美（16）
小路幸市郎（17） 高橋　雅宏（17） 松原　元一（18） 松尾　浩助（18）
田島　幹夫（21）

文責：雇用支援機構総務部人事課　森岡
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滄水会ホームページがリニューアルいたしました。リニューアルに伴い、これまでの「活動報告」、「支部情報」、「滄
水会ニュース」の情報だけでなく、「会員情報登録・変更届け」などの書類を、ホームページからダウンロードできるよ
うにいたしました。また、共通アカウントによる会員ペー
ジを作成しております。
トップページのメニューの右端にある「会員ページ」の
項目をクリック後、

（共通アカウント）　ユーザー ID：　　　　
パスワード：　　　　

を入力することで会員ページの利用ができます。
「会員ページ」は、「会員情報登録・更新フォーム」など、
会員の皆様の情報共有の場となるように充実を図ってい
く予定です。滄水会新HPの年間目標ページビューを
45,000に設定しております。平成30年3月1日～平成
30年6月30日までのアクセスユーザー数は989となって
おります。皆様のアクセスをお待ち申し上げております。

滄水会新ホームページ

職業大の専攻数及び定員の減少によ
る終身会費の収入減に伴い、滄水会の
運営費が年々減少しております。理事
会では、卒業後20年経った会員の皆
様に維持寄付を募るなどを試みてきた
ところですが、それだけでは維持でき
ない状況です。財政対策をしなければ
2039年に財源が枯渇いたします。今
後、理事会では、ホームページの充実
を図り、ニュースのペーパーレス化を
進めて参ります。次年度から、ニュー
スの郵送は、三年に一度の総会年度の
みとさせていただき、その他の年は、はがきにて、会員情報の送付をさせていただきます。ご理解のほどをよろしく
お願い申し上げます。
本件に関しまして、ご意見がございましたら事務局（sousuikai@uitec.ac.jp）までご連絡ください。

●住所変更等（会員情報登録・変更届け）のお願い
会員の皆様の住所変更等がございましたら、ホームページ上か

ら「会員情報登録・変更届け」をダウンロードしていただき滄水会
事務局まで郵送して頂くか、滄水会ホームページの会員ページに
ログイン後、「会員情報登録・更新フォーム」に必要事項を入力く
ださい（11月頃完成予定）。郵送の場合、誠に恐れ入りますが、
郵送料は御負担下さいますようお願い申し上げます。住所変更は、
個人情報保護法に関係する書類であるため、発信元確認が取れな
いフリーメールでの送信はご遠慮ください。ご不明な点などがご
ざいましたら、事務局までお問い合わせ下さい。
●終身会費と維持寄付のお願い

平成29年10月14日に開催された通常総会において、ニュース
のペーパーレス化、終身会費の値上げ、60歳（1期～16期）を迎
えられた会員様に追加の会費をいただく議案が可決されました。

60歳を迎えられた会員様には、滄水会維持発展のために、終身会
費（1万円）をお願いしております。同封いたしました振込用紙で払
い込みくださいますようお願い申し上げます。
また、会員全員に維持寄付（一口5000円）をお願いしておりま
す。是非、滄水会を盛り上げていただきたく、ご寄付をお願い申
し上げます。維持寄付に関しまし
ては、一口5000円を右記の口座
にお振込みをお願い申し上げます。
●寄稿のお願い
会員の皆様には、同期会や支部会などの開催情報がございまし

たら、集会の告知や開催報告などについてご寄稿願います。また、
滄水会ニュース全般に関するご意見、ご感想、ご提案などを事務
局（sousuikai@uitec.ac.jp）までお寄せくださいますようお願い
申し上げます。

事務局便り

アドレス：https://sousuikai.net/

表　財政対策のあり・なしによる運営費の推移

銀行名：ゆうちょ銀行
加入者：滄水会
口座：00250-2-56972
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